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第4回課題3 (オプション)

▪ 課題2 のプログラムで，プログラムの終了時に malloc で確保
したメモリを全て開放 (free) する

▪ void slist_free(slist L)

– リスト L と，Lの中の全ての要素のメモリを開放する

▪ void smatrix_free(smatrix S)

– 疎行列 S の全てのメモリを開放する

– 内部で slist_free() を使う

▪ 全て開放されたかを調べる方法

– gcc kadai.c –g

– valgrind --leaf-check=full ./a.out

▪ テストケースも大きくなっているので，非効率なプログラム
だと時間制限で不正解になります．


